
水田除草剤の八郎湖水質等への影響について

鈴木雄二松田恵理子＊1 菅 雅春＊2

1 はじめに

農業技術の改良にともない、生産の安定化

及び省力化のため、各柾の農薬か多量に使用

されている。秋田県の昭和60年度の農薬の使

用址はり2,751tで、その約90％か稲作に使用

されており、このうち除草剤は9,003tで、稲作

に使用されている農薬の約45％をしめ、水田

には広く、多贔に除草剤が散布されている。

八郎湖は、昭和32年からの八郎潟の干拓工

事により、調整池や東西の承水路として残存

した水面、 4,564haからなる淡水湖である。八

郎湖では、河川からの油人水を調整池の木端

に設置された防潮水門の開閉により、調整池

や爪水路で一時的に貯和し、干柏事業により

誕生した大潟村の11,741haにおよぶ農地の

農業用水として循環利川している。また、八

郎湖の湖水は、水道水源や内水面漁業にも利

用されており、水田で使川する仇薬の環蜆ヘ

の影響が懸念される。

このため、一般的に1史川され、使用闊の多

いCNP、クロメトキシニル等の水田除草剤に

ついて、八孔閥湖を中心に、水質、昧質及び生

物の濃度を調べ、斑境への影響について検討

を加えたので報出する。

2 調査方法

2. 1 調査地点の桐要

八郎湖には中小20河川が流入しており、こ

の流域にお Itる水田面禾杞ぱ、 24,408haで農

業経営耕地面積の約93％を占めている。特に

大規模営裳のモテルケースとして干拓地に誕

生した大潟村では、水田面積が8,893haと流

抽の水田面漬に対して約36％と大きな割合を

占めている。

干拓地でば、束西のホ水路や高）整池の19地

点で取水し、農業用水として利用しており、

この排水は、一糾計線排水路及ぴ中央幹屁排

水路｛こ集水され、北部排水機場から東部）j¥水

路、南部排水機場から調整池へとそれそれポ

ンプアッフ 1こより強制的に排出されている。

調査地点は図ー 1に示すとおりで、干拓地

内の代表的な農業iJ「水路として、 St.1ー級幹

線排水路、 St.2中央幹線排水路（みゆき橋）の

2地点とこの排水路の木喘であるSt.3北部

排水機場、 St.4南部排水機場を調査した。ま

た、調整嵐内でに調整池の中央音じにイ立置す

るSt.5調整池中央のほか、農業排水路に近い

St. 6調整池西部、瓜入阿IIIの多いSt.7，閲整

池東部、湖水が日本海に流出するSt.8防潮水

門付近につし）て訓合した。このばが、泣入河

川としてSt.9馬錫目川末端の竜馬橋を訓査

してしヽ る。
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図ー 1 調査地点

調杏項目

オキサジアゾン、 CNP、クロ

メ）、キシニ）レ、シメトリン、ヘ

ンチオカーブ、ピペロホス

底質、生物 オキサジアゾン、 CNP、クロ

2. 2 

水質

メトキシニル

2. 3 試料の採取

昭和61年度には農業排水路と八郎湖調整池

の水質における実態を把握するため、間業枡

水路」地、長(St.1~St. 4)と言開整訛の 4地点

(St. 5~St. 8)で除草剤の散布時期の 5月か

ら6月を叩心に 9月まてに 81且1、また除苧剤

非散布時真）に） 3)］ ｛こ 11可の白？19 |ii|、水町試

料として表層水を採取した。

昭相62年度には非水此やi嵐人河川がらj)影

翠供をみるため、水質試料については農業刊水

路の 2地点（St.3、St.4)と調整池St.6に限

，＇［し、除草肖 I]の付1く旧時Jlijを叶心に 4月力入ら12
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月までの期間に26回、表層水を採取し、流入

河川のSt.9では、 5月から12月までに11回採

取した。

底質試料は、調整池の 4地点で4月から12

月までに24回、コア採泥器により採取した。

また、生物試料は 6月から 7月に、シジミ

貝、イシ貝、ワカサギについては 6検体、フ

ナについては9検体採抽した。

昭和63年度は、調整池内の経年変化をみる

ため、調整池内の 4地点で水質試科、底質試

料を 5月から 9月まで、月 1回の頻度で採取

した。

2. 3 分析方法

2. 3. 1 水質

試料水 4~10Qを凍粘濃縮装個で2□‘』下
に濃縮してから、ジクロロメタン20QmR,で2回

抽出し9、これらを無水硫酸ナトリウムて吃燥

後、ロータリーエバポレーターで約 1mR,に濃

縮した。これを字素ガスで乾固した後、ヘキ

サン 5mR,に転溶し、ガスクロマトグラフ（島津

GC-7 AG：検出悩ECD、'島津GC-7 A：検出

器FPD)により定量した。

2. 3. 2 瓜質

底質を採取後、央雑物を除去し、底質調査

怯により前処理して試馬焚試料とした。

湿泥50gをアセトン200m仄で30分間振と

う抽出し、ろ過した。これを 21iiI繰り返し、

ろ淡を濃縮したも］）に、 10％塩化ナトリウム

浴液250mかをくわえ、ヘキサン50mR,で2回抽出

し、水洗後、乾燥し、 5叫まて濃縮した。こ

れをフロリジルセップパックを用いて精製、

i農紛し、字素ガスで乾l乱した後、ヘキサン 5

mR,に転溶してGC分析用の試験溶液とした。フ

ロリジルセップパックからの溶出には、答5

％酢酸エチル 2ープロパノール含有ヘキサン

2()叫を用いた。

2. 3. 3 生物

可食部50gをハイオトロンを用い、アセト

ニトリルで3回抽出した後、アセトニトリル

層からジクロロメタンで 3回抽出し、溶媒留

去後、 20mR,のヘキサンに溶解し、ヘキサン飽

利アセトニトリ）レ30mR,を加え振とうした。こ

れを 3回繰り返し、アセトニトリル層に 2%

坦化ナトリウム溶液700揺を加え、ヘキサン

lOOm.eで2回抽出した。ヘキサン層を濃縮した

後、フロ l)ジルセソプハックで閉製、濃縮し、

窒索ガスで乾固した後、ヘキサン 5m.eに転溶

してGC分析用の試験溶液とした。フロリジル

セヽノプパックからの浴出に30％エーテル含有

ヘキサンを用いた。

3 結果と考察

3. 1 分析方法の検討結果

各試料毎の添加回収率を表ー 1及び表ー 2

に示した。

水質試料では、湖沼水10Qにオキサジアゾ

ン、 CNP、クロメトキシニルをそれそれ 1

表ー 1 除市剤の添加回収試験結果（水質）

除卓剤 I1［加械叫10Q1 回収砕％

1 
オキサジアゾン

CNP 

クロメトキシニル

0
-
1
-
0
-
1
-
°
 

l

1

1

 

94 

83 

93 

104 

シメトリン 10 

口ふ験結：］（底：4上物）

除草剤
ほ費 生物

添加罰μg／灘圃収率％添加訛ug／咽回収率％

オ名サジアッ／ 0.2 C) 5 2 98 

CNP 0.2 95 2 95 

クロメトキシニル 0.-± （）け 4 95 
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μg及びlOμg、シメトリンlOμg、ベンチオカー

ブ5μg、ピペロホス25μgを添加して上記の分

析方法により定量した。回収率は、 CNPlμg

添加とベンチオカーブ5μg添加でやや低か

ったほか、良好な結果であった。

底質では、試料50gに、オキサジアゾン、

CNPをO.Zμg、クロメトキシニルを0.4μgを

添加し、生物試料では、オキサジアゾン、CNP

を2μg、クロメトキシニルを 4μgを添加し回

収試験を行なったが、いずれも良好な結果が

得られた。また、フロリジルセップハックによ

る精製は従来のカラムクロマト法に比べ操作

が簡便であり、このため本調査ではこれらの

方法を採用した。

3. 2 農業排水路及び湖水における除草

剤の消長

3. 2. 1 初期除草剤

昭和61年度の農業排水路における水質のオ

キサジアゾン、 CNP、クロメトキシニルの

濃度変化を図ー 2に示した。大潟村では、ク

ロメトキシニ）レは 5月5[I~13日にかttて空

中散布されており、 CNP、オキサンアゾン

は、 5月の田植前後に散布される薬剤である

ことから、調査を丈施した 5月141-1は故布直

後であり、各地点で各除草剤とも最大値を示

している。しかし、 CNP、クロメトキシニル

の濃度は 6月に急速に減少しており、この原

因としてはCNP、クロメトキシニルが水に対

してはとんど不溶で、溶解度が非常（こ小さい

ため、土壌に吸着されやすく、環境水への移

行が少ないことか考えられる。この灯向は鈴

木ら 3)や飯田ら 4)か報告しているCNPの散布

後の経時変化とほぼ一致している。このほか

に鍬隊叫こよると水溶液中のCNPに、太陽光

線の下で比較的容易に光分解を受けると報告

しており、水中での光による分解作川府の影

響も急速な絨少の一因となっているものと考

えられる。またオキサジアゾンは散布後、

CNP等に比べて比較的なだらかに減少して

いる。オキサシアゾンは水に対する溶解がGI

0. 7mg/ QとCNP等に比較し溶解度があまり

かわらないものの、ダイアゾー）レ系であるた

め、ジフェニルエーテル系のCNPやクロメト

キシニルとは除草剤の土壌に対する吸着性や

土壌中及ぴ環境水中での分解性笠の物性に

おいて異なり、この相違が散布後の減少傾向

に現われているものと考えられる。

大潟村では昭和59年度からCNPの使用か

自粛されており、 CNP剤はほとんど使用され

ていないことになっているが、農業徘水路の

各調査地点では、 CNPが他の農薬と同じレベ

ルて検出されており、南部排水機場では、 25

μg/.e,と他の調森地点より非常に高しヽ値とな

っている。大潟村の除草剤使用状況をみると、

昭和60年度からCNP剤のMO料剤は使用さ

れていないが、 CNP、ダイムロンの混合剤で

あるショウロンM粒剤かまだ使用されており、

これか｛非水路に1血出しているものと考えられ

る。

答除草剤訳度は 5月のヒーク聞から減少の

一途をたどるが、北部排水機場では、一旦減

少したCNPか防草剤1)』散布間！［J-Jク） 9月1こ

一時的に上昇しており、また、古部非水機場

でも 3月にCNP、クロメトキシニルが上昇し

ているぐその原囚として北部排7j屯い場や南部

排水機場では、農業排水をポンプにより強制

的芦判水しており、このため底質の一部か脊

き」けられてi晨如が一IIむ的に高くなったもの

と考えられるが、はっきりしない。

一方、昭和161年度の調整池内の水質におけ

るオキサジアゾン、 CNP、クロメトキシニ

ルのiヽ 閲度変イじを図ー3に示したこ
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図ー2 農業排水路の粛度変化（初期除草削）
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調整池内の各地点では、農業排水路と同様に、

各除草剤とも、 5月にほぼ最大値を示してお

り、 CNP、クロメトキシニルでは急速に、オ

キサジアゾンでは緩やかに減少し、 9月では

ほとんど検出されていない。しかし、調整池

西部では、 8月にCNPの濃度が一時的に上

昇している。この原因は不明であるが、調整

池西部は農業排水を排出している南部排水機

場に近いこと、比較的水深が浅い°ことから

底質の巻き上け等か‘影評しているものと考え

られる。最大時のCNP濃度をみ・ると、調整池

西部で22μg/Qと他の謁直地点より濃度が高

く、また、調整池中央でも4.2μg/Qと農業排

水路にちかい濃度であるが、防潮水門では

0.20μg/ Qと一桁低い値となっている。調整

池西部は、 25μgパと高いi農度の南部排水機

場の近くに位凶しており、またCNPは溶解度

が小さく、浮遊粒—fに 11}文布されやすく、環境

への拡散が起こりにくいものと考えられるた

め、南部排水機場からの排水により直接影響

を受けているものと考えられる。調整池にお

ける水の流動は、三浦8)によると南部排水機

場からの排水は、調整池の水の拡散が緩慢な

ことと、排水根場の位附の1灯係で調整池の西

岸に滞流するとが1｛告しており、また秋田県2J

の調査によれは、かんかい間に、湖中央から

湖西部にかけて小さな還油か幾つか認められ

ている。このため調整池西部の水質が、徐々

に調整池中央まで至り、防潮水門よりも調整

池中央で高い濃度になっているものと考えら

れる。

また、八郎糊へ流入する代表的な河川であ

る馬場目川の他馬橋における62年度の水質の

濃度変化を図ー 1に示した。 CNP、クロメト

キシニルは農業排水路や調整池と同様で、除

草剤散布時の 5月にピークがみられ6月では
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図ー4 竜馬橋の濃度変化（初期除草剤）

低ドしている。オキサシアゾンは明確なピー

クを示さず9月まで検出されている。最大時

のCNP濃度は3.5μg/tと62年度の農業排水

路や調整池と比べて濃度が高く、馬場目川流

域ではまだCNP剤の使用が多いことが裏付

けられる。八郎湖の東岸には馬場目川をはじ

め多くの中小河川が流人しておリ、調整池東

脅じでもこれら中小河川 を受けるものと

考えられる。

昭Tl!61年度の南部排水機場、調整池西部に

おける水質のCNP減衰曲線はlogy=-

0. 316logX + 13. 8とlogy=-0.142logX + 

24.6で表わされ、両地点ともほぼ同様の減衰

を示した。また、各調査地点でのCNPの半減

期は4.4Bから7.4Bと乳常！ご短い C クロメト

キシニルの減衰は、南部訃水機場かlogy=-

ll. 0942logX + 3. 62、覇整池四部かlogy=-

n. 08391ogX + 1. 54と同村□）減哀をボしてお
り、半滅期は、農業排水路で7.4日から10.9

日、調整池内で8.2日から18.1日と調整池の方

が若干長くなっている。また、オキサジアゾ

ンては、減衰曲線がlogy=-0.0416logX+ 

1.68とlogy=-0.0204logX-1-0.443で表わさ

九、'|笥咸期が南部排水機場て16.6日、調整池

山部て33.9Bと調整池の方か長くなっている。

3. 2. 2 中期除草剤

昭和61年度の南部排水機場と北部排水機
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北部排水磯堤 (61年度） 南部排水機場（6|年度）
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閲業排水路の濃度変化（中間除心＇ l̂．剤）

場における水質のシメトリン、

ブ、 ヒペロポスの濃）文変化を図

ベンチオカ

Sに小し

排水路とlriJ様の傾向を示してしヽ るが、

東部や中央ては 7月中旬（こ最大値か現わ九、

南部排水機場や北部排水機場の除苧剖濃度は、

5月、 6月初旬では検出されておらす、両地

点とも 6月の中旬に各除卓剤の最大値かろら

i L、 その後緩やかに減少し、

となってし｝る。 この傾向は、

9月｛こはイヽ 検出

農業排水路の

農業排水跨とのすれかみら札る C

は、温］整池内の各地点ともおおむね

同しレヘルにあリ、謳l整池と仇業排水路聞の

また 最大

級り酋紺JI水路やみゆき橋でも同椋にみられた。

これらの除卓削は、 CNP府の初間除草剖との

i)I-J-11の場合、川梢後15~25日頃に散化するも

のとなっており 6)、初期除革剤か最大値を承

した 5月では、 まだ散化されておらす、最大

仙かみられた 6月は散布後の流出闘間にほ

は一致してしヽる。 また、 これらの除卓剖は、

;J,に対する浴解）文6)かシメトリン450mg/.C、

ベンチオカーブ30mgパ、 ピヘロホス12~1:5

mg/ Qとなっており、 C;¥;P等旦比較して水に

沿けやすく、水ILi.・1-J襄からも浴出しやすし '0

このため水川からの汎［出か速く、散布IIか期｛こ

は閲い濃度を保椅するか、水質から検出され

る期間は短くなって＼~ヽる。

一方、昭和61年度における謁炉池内の各地

はCNP等に比較して少なし、ぐこれら

は除卓削の水に対する溶鮒度に起囚し、農

業・「Ji水路や河川から調整池へと流入した1象草

削の拡散か容易なためと老えられる。

9
J
 
2. 9J

 

経年変化

昭札161年度から63;「)文まての最人II寺（こおけ

る水質閲真しを表ー 3に小した。 CNIバ良度は、

塁業iJII)く路の北部闊水械場ては4.5μg/eか

ら1.Gμg/ Cと特1こ変化はみられーなしヽか、南加

排水機場では、 61年度から62-il-度で25μg/_()'

からI.7μg/Qと 1柘｛氏 1くしている。，，周繁池内

ーアは、西糾て22μg/e.から1).21μg/ Q』と 2桁低

ドしてしヽるほか、水I'"]や中央ても、 61年）文iご

比へ63{.I-)文｛こは 1柘低ドしており、大潟村で

のCNP斉Il(I)'使用刊湛にともなし、＼、調整池I}、]の

ばI図も低下し、使用見か減少して＼ヽることを

裏付けて＼ヽる。 しかし、調格池東部ては0.75

点の水質のi農度変化を図一 6にがした。

6月初旬では、各地点て検出されておらず

5月、 μg/しから（）．22μg/Qとあまリ変化かみられ

なし、 3

防潮水l"Jでは、 6月中旬に最）＜仙を小し、農文
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防潮水門 (61年度） 調整地中央 (61年度）
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図ー6 調軟池の晨度変化（中期除草剤）

表ー 3 昂大時の除草剤濃度（水質）

採水地点

防湖水l"J

年炭 1オキサジアソン

ロ
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0.20 

0.086 
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クロメトキシニルやオキサジアゾンは、農

業排水路では、 61年度から62年度で変化が

みられないが、調整池内では、クロメトキシ

ニルが防潮水門でl.Oμg/Qから0.23μg/.e、

調整池西部でl.2μg/Qから0.33μg/Qと63年

度には 1桁低下しており、また、オキサジア

ゾンでは、調整池中央で0.38μg/Qから0.083

μg/ Q、調整池東部でO.l7μg/Qから0.097

μg/ Qと低下している。

環境水中におけるオキサジアゾン、 CNP、

クロメトキシニル訊度の報古例を表ー 4に示

した。 CNI刈こついては、宮城児梅田）iiで8.3

μg/ Q、福岡県宝満川で2.3μg/Q、クロメト

キシニルでは、宮城県柚田川で29.2μg/Q、福

岡県宝満川でl.7μg/Q、オキサジアゾンで

は、富山肌井田川て0.12μ g／し検出されたと

報告じている。八郎湖の除外済1Ji晨度をこれら

と比較すると、クロメトキシニルやオキサジ

アゾンでは、報告例に示した仙とほほ崎しい

が、 CNPでは、 61年度に調整池西部や中央で

i農度が高いが、大約村でのCNP使用自由にと

もない、 62印度から63年度ては浪告例とほぼ

等しくなっている。

3. 3 底質への影響

昭和62年度の調整池西部と東部の底質にお

けるオキサシアゾン、 CNP、クロメトキシニ

）レのi晨度変化を図ー 7に示しだ。底質の濃度

変化は、調整池内で（まほに同し傾向を示して

いる。これらの濃度変化は 5月下旬に最大値

を示し、 6月には急速に減少して水質の変化

と同様の傾向を示すが、その後、減少は緩慢

1こなり、 12月でも調整池西部でCNP59μ g/ 

kg、クロメトキシニル16μg/kg、調軟池東部

でCNP60μ g/kg、クロメトキシニル14μ g I 
kg検出されている。これに対しオキサジア

ゾンは非散布時期の 4月で5.8~7.4μ g /kg 

検出され、散布後にも特に大きなピークがみ

られず、減少も緩慢て‘、12月ても19~20μg/kg

検出されており、濃度変化はCNP等と少し異

なっている。この相違は、これら除卓剤の排

水路からの流入量や水に対する溶解度のち

ヵゞい、 l：壌に対する吸着のしやすさ、土壌中

1こおいる除草剤の分帷等の物性に起［天［するも

のと考えられる。鍬塚14)によればオキサジア

ゾンに畑地状態、水田状態とも土壌中で比較

的安定であるとしている。

CNPやクロメト勾シニ｝レでば、底質：I~度の

忌速な減少からも 1り］らかたように、底質に沈

着した後、すみやかに分解や還元作用を受

Itるものと推測さ札るが、そク）後のi農度変化

は小さく、 12月でもかなりの濃度で検出され

ている。除草剤の非散布II]Jjt)jである 4月の

表ー4 環境水中のオキサジアゾン、 CNP、クロメトキシニルの報告例（最大値） 単位：μg/Q 

調 1t 場 ！斤 ,ii<',]査年月 オキサヽ ／アソン CNP クロメトやシニル 又蘭I、
宮城県梅田川 '85.5 8.3 29.2 3) 

神奈川県酒匂川 '81.5~ 9 0.25 4) 

富山見井田川 '84 5~6 0.12 (J,,} 4 ND 9) 

福岡県筑後川 '80.6 0.59 0.72 10) 

宝満川 '81 6 2.3 1. 7 10) 

l神秋奈田川県原 八郎湖 '8! 6 0.525 11) 

南部排水機場 '81.5 1.63 12) 

渋田川 '80.6 1 03 13) 
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調整池西部では、 CNP17μg/kg、クロメトキ

シニル360μg/kgと検出されており、前年から

の残留もみられる。山田ら 15)によれば、水田土

壌におけるCNPの残留はニトロ1本よりもア

ミノ体での残留割合が高いとしており、また、

北海道、東北地方の気温の低い地方での残留

が多いことを報告している。このため、河川

と異なり底質の流出や拡散が少ない調整池で

は、アミノ体を合めると残留星はかなり多い

ものと考えられる。また、山田ら 16)によると水

田土様では、散布直後高い濃度を小すCNPか

その後急速に減少し、秋に再び増加するとい

ういわゆる｀舞い戻り”現象を報告し、土壌

中での複雑な変化をうかかわせており、今後、

アミノ体を含めた調査が必要なものと考えら

調整池西部 (62年度）

単位•干

2.0 

1.8 

1.2 

盆 I
ミ
" 0.8 

: 0.6 

照。．4←

0.2 

7 

（月｝

8 9 10 11 12 

ロオキサジアゾン ＋CNP oクロメトキシニル

れる。

表ー 5に62年度と63年度における調整池の

最大時の底質濃度を示した。

62年度と63年度を比較すれば、 CNPは鶴整

池中央で2,000μg/kgから76μg/kg、防潮水門

で410μg/kgから 7.3μg/kgと大幅に低下し

ているが、調整池西部や東部では大きな変化

はみられない。しかし、クロメトキシニルは

調鯰也内の各地点とも 1桁と大幅：こ低下して

おり、この原因は大潟村でのクロメトキシニ

ルの散布方法の変化（窄中散布の中止）による

ものか、使用品によるものか不明である。

次に、昭和62年度の調整池における底質の

粒度分布を図一 8に示した。

調整池西部や東部では、シルト分以下の細か

調整池東部 (62年度）
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図ー 7 調整池底質の霊度変化

表ー 5 最大時の除草剤濃度（底質） 単位：μg/kg
—ョ

採水地点 ｛：「度 オキサジアソン し'NP クロメトキシニJレ

調整池水門 62 10 410 llO 

63 9.8 7.3 32 
・'-

調整池1JLj部 叩 72 970 囚000

63 32 640 120 

訓整池中史 62 170 2000 580 

63 48 76 氾

調整池東部 62 54 580 230 

63 18 130 ]8 
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い粒子の割合が多く、河川や農業排水路から

流入した浮遊粒子と考えられる沈澱物により

構成されており、このことが、 CNPやクロメ

トキシニルの濃度が他の地点より高くなって

いる一因とも考えられる。

底質中の除草剤i農度の報告例をみると、飯

田ら4)は神奈川県酒匂川の底質でCNPを

1.0~14. 7μg/kg、杉山ら 17)は神奈川県相模川

の底質でCNP14μg/kgと報告しており、調整

池内の底質濃度と比較すれば、調整池内では

CNPはかなり高い値を示している。

3. 4 生物への影響

62年度に八郎湖調整池で通常採浦される魚

介類が体内にどれくらい除草剤を取り込んで

いるのか、シジミ具、イシ貝、ワカサギ、フ

ナを対象に調査を行なった。

調査試料は水質や底府で各除卓斉1]の濃度が

最大値を過ぎた 6月初旬から 7月中旬までの

期間に採抽したものである。飯田4)らの神奈

100 % 
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10 
1.6 

調整也水門 調整池西部

調査地点

6 

調整也東部

忽粗砂分函細砂分翠シルト分

図ー8 底質の粒度分布

川県酒匂川でCNPを対象にした調査では、カ

ワニナや水性植物は河）1|水と同様の傾向で経

時変化したと報告しており、調整池内の水質

饂度の変化がら、この時期は最も水質の影響

を受ける時期に該当しているものと考えられ

る。

調森結果を表ー 6に示したが、シジミ貝と

ワカサギはイシ貝やフナに比較して各除草剤

の濃度が高く、なかでも、 CNPの取り込みか

多くなっている。

八郎湖1こおける魚介類の報告例をみると、

高井ら 18)は、八郎湖産シジミ貝について、57年

4月から12月の副査でCNP0.0029~l.Omg/

kg、クロメトキシニル0.0038~0.012mg/kg

を検出しており、これと比較すれ1ま、今回行

った調査は 6月～ 7月の高濃度期に限定され

ているが、CNP0.40~6.7mg/kg、クロメトキ

シニル0.044~0.93mg/kgと高い値となって

いる。また、冷木ら 19)は宮城県の河）Ilのシジミ
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図ー9 ワカサキの濃度変化

表ー6 生物試料の除草剤濃度 単位： mg/kg

試料名 I オキサジアゾン CNP クロメトキシニル

最小伯 域火値 平均値 最小仙 最大仙 平均値 最小値 最大伯 平均（直

シジミ貝 0.14 0.84 0.37 0.40 6.7 1.8 0.044 0.93 0.38 
一~←

ィシ貝 0.047 0.10 0.077, <0.010 0 071 0.028 0.013 0.072 () 041 

ワカサギ 0.26 0.45 0.33 0.11 1. 7 0.67 0.060 0.59 0.34 

I フナ 0.051 0.17 0.10 <0.010 () 22 0.065 〈0.010 0.066 0 032 
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貝でCNP20mg/kg、クロメトキシニル0.60

mg/kg、石川ら 20)は宮城県の河川のシジミ貝

でCNP21.9mg/kg（平均）、クロメトキシニ｝レ

0.24mg/kg（平均）、斉藤ら21)は富山県井田）ii

のフナでCNPO.37mg/kg、クロメトキシニル

0.013mg/kg、オキサジアゾン0.015mg/kgと

報告しており、これらと比較すれば、 CNPで

はほぼ)PJ程度か低くなっていが、クロメ

トキシニルやオキサジアゾンでは、濃度がや

や高くなっている。

ワカサギにおける除草剤の濃度変化を図一

9に示した。

ワカサギ中のCNPは、調査を始めた 6月5

Hに最大値を示し、 6月20日で濃度が急速に

減少し、 7月からは減少が緩やかになってお

り、水質や底質とほぼ同様の傾向がみられた。

これは、水質や底質の影響を受けていること

を示している。生勒成料中の除草剤の饂度変

化については、鈴木ら 19)かシシミ貝、フナ、ト

ジョウでCNPの残留は、 5~ 6月の散布時に

上昇し、 6月にピークに達し、以後速やかに

減少すると報岩している。今回調査したワ

カサキ中のCNPの濃度変化に、これとに1まー

致している。しかし、シジミ貝、イシ只、フ

ナでは、調査期間が短かかったこと等により、

除草剤の減少傾向を明らかにすることはで

きなかった。

4 まとめ

4. 1 水質について

調整池の水質は、 CNP、クロメトキシニル

等の初期除草剤では 5月の田旭時期に、ンメ

トリン、ヘンチオカーフ崎の中期除草剖でに

6 ~ 7月にかけてl4石地の農業排水路や流入

河川からの影響により、一時的に濃度が高く

なる。また初期除草剤は、 61年度に南部排水

機場から影響を受けた調整池西部で、高い濃度

を記録したが、 62年度から63年度にに、調整

池東部を除く各地点で大幅に減少しており、

干拓地内でのCNP剤の使用自粛クロメトキ

シニル剤の散布方法の変更等の効果が現われ

ている。

調整池の水質は、これまで述べてきたよう

に干拓地や詞）Ili即戎で使用する除草剤1こよリ、

一時的であるが大きく影響を受けており、ま

た調整池の水は水道水源にも利用されている

ことから今後も水田で使用している除草剤の

影響を調査する必要かある。

4. 2 )応質について

調繁池の底府のCNP、クロメトキシニ1レ

等の初期除草剤の濃度は、水質の濃度変化と

ほぼ同様の傾向をホし、 5月の除草剤の散布

時期に一時的こi巌炭力禍くなるか、その後、急

退こ低1、する。 62年度の散布時のCNP,クロ

メトキシニ｝レ濃度1ま、全国レベルで此咬すれ

ば高い濃度となっているが、 63年度では、各

調査地点でクロメトキシニルが大幅に低下し

ており、 CNPも農業甘I水や刈川の影繁を受It

やすい謁整辿西部や東祁を除き低下している。

しかし、 CNPやクロメトキシニ）レは調整池の

底質から除草剤の非使用時期である12月や 4

月でも検出され、残留期間はかなり長いもの

と考えられる。

4. 3 生吻について

牛物の生話環培ごより除草剤の残留量が異

なるが、農薬散布直後の本調査では、フナや

イシ貝に比較しシジミ貝やワカサキの渥度

が高く、水尼と此べかなり刀濃鉱［こなって＼ヽ

る短い調査期闘であった力ゞ、ワカサギの

CNP濃度では、水質と同様の濃度変化の傾向

が確認され、生物体内の残留量は水質や底質

と同様に除草剤の散布時期に深い関わりをも
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つものと考えられる。
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